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名
護
・
屋
部
地
区

❶

４ .  旅の安全をウートートー　５ .  道の駅「許田」の
海側に新設された駐車場。国道58号を跨ぐ「空中通
路」を渡って入店する　６. 25年以上の歴史を持つ
「チョコもち」。ここでしか作っていない“超”地産品だ
７ .  中級食品表示診断士の資格を持つ金良宗貴駅
長（右）　８. 「ナントゥーにも似てるけどケーキっぽ
い新食感」と田場さん

１. 「電動アシスト自転車に乗るのは初めて」と目を
輝かせる田場菜都美さん　２. 「ほどよく田舎で自
然の近い名護が好き」と語るナゴラブの渡具知美
奈子さん　３ .  首里の殿様が村の娘を見染め、そ
の手に水を汲ませて飲んだとの伝承が残る「許田
の手水」

１

　
名
護
市
の
指
定
文
化
財
「
許
田
の
手
水

（
て
み
じ
）」
は
豊
か
な
水
の
湧
く
清
泉
だ
。

こ
こ
に
集
結
し
た
の
は
名
護
・
屋
部
地
区

を
探
訪
す
る
３
人
。
名
護
さ
く
ら
の
女
王

の
田
場
菜
都
美
さ
ん
、
ナ
ゴ
ラ
ブ
の
渡
具

知
美
奈
子
さ
ん
、
そ
し
て
「e-bike-oki-

naw
a

」
の
伊
波
寛
人
さ
ん
だ
。
旅
の
安
全

を
拝
ん
で
い
ざ
出
発
！

　
一
行
は
装
い
も
新
た
な
道
の
駅
「
許
田
」

で
早
々
に
停
車
。
駅
長
の
金
良
宗
貴
さ
ん

お
薦
め
の
「
チ
ョ
コ
も
ち
」
を
堪
能
し
、
さ

ら
に
北
を
目
指
す
。

伝
説
の
湧
水
か
ら
自
転
車
旅
ス
タ
ー
ト
！

名
護
湾
に
面
す
る
や
ん
ば
る
全
体
の
中
核
エ
リ
ア

Nago  C i t y  T o u r i n g  G u i d e

1970年、名護町・羽地村・屋我地村・屋部村・久志村
の１町４村が合併して誕生した名護市。昨年の市制施
行50周年を機に発足した「ナゴラブ」は、誰よりも名
護を愛して止まないナグンチュ（名護人）らが運営す
る観光＆地域情報サイトだ。
「通り過ぎたら、いちゃさんどぅ（もったいないよ）」…
ナグンチュだからこそ知っている、深イイ名護をじっく
り巡りたい。名護はとっても広いから「名護・屋部地
区」「久志地区」「羽地・屋我地地区」の３エリアに分
け、電動アシスト自転車（e-bike）でブラブラと漕い
でみたい。
３エリアの紹介は「第46代名護さくらの女王」の３人
が快く引き受けてくれた。電動アシスト自転車を手配
してくれたのは「e-bike-ok inawa」代表の伊波寛
人さん。ついでにメイキング動画も撮っちゃおう！と、
ナゴラブの映像制作班も同行する運びになった。
段取りはカンペキ！ レッツ、いちゅんどー（行くぞー）！

特 

集秋
は
ブ
ラ
ナ
ゴ
！

ｅ-

ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
で
巡
る
名
護
ま
ち
歩
き

久志地区
p18

名護・屋部地区
p13

羽地・屋我地地区
p23

名 護 市

２

３

４

５６

８

７

沖 縄 本 島

道の駅  許田
名護市許田17-1
TEL.0980-54-0880

３エリアをすべて走破した「e‒bike‒okinawa」代表の
伊波寛人さん

❶

❷

❸
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次
に
向
か
っ
た
の
は
大
正
13
（
１
９
２

４
）
年
頃
に
創
業
さ
れ
た
津
嘉
山
酒
造
所
。

昭
和
２
〜
４
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
醸

造
所
は
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
２
０
０
５
年
に
は
歴
史
的
価
値

の
保
存
と
街
中
観
光
の
拠
点
と
し
て
の
活

用
を
目
的
に
「
津
嘉
山
酒
屋
保
存
の
会
」

が
発
足
し
て
い
る
。

　
縁
側
で
雨
宿
り
し
て
い
た
田
場
さ
ん
は

「
こ
こ
で
飲
む
國
華
は
ま
た
味
わ
い
深
い
で

し
ょ
う
ね…

」
と
し
み
じ
み
。
杜
氏
の
秋

村
英
和
さ
ん
が
奥
か
ら
現
れ
て
、
し
ば
し

の
泡
盛
談
義
を
し
て
く
れ
た
。

　
道
の
駅
「
許
田
」
を
出
た
一
行
は
、
ブ
ル

ー
シ
ー
ル
名
護
店
の
裏
か
ら
東
江
海
岸
に

出
た
。
雨
雲
が
去
来
す
る
天
候
に
、
あ
け

み
お
（
夜
明
け
の
静
か
な
入
り
江
の
美
し

さ
を
称
え
る
言
葉
）の
誉
れ
高
き
名
護
湾

も
や
や
精
彩
を
欠
い
て
い
る
。

　
国
道
58
号
を
渡
り
、
樹
齢
３
０
０
年
を

数
え
る
名
護
の
シ
ン
ボ
ル
「
ひ
ん
ぷ
ん
ガ

ジ
ュ
マ
ル
」を
く
ぐ
っ
て
名
護
市
営
市
場
へ
。

「
な
か
む
ら
製
菓
」
と
「
宮
城
菓
子
店
」
の

２
店
は
、
そ
れ
ぞ
れ
洋
菓
子
と
和
菓
子
で

ナ
グ
ン
チ
ュ（
名
護
市
民
）
に
長
年
支
持

さ
れ
て
き
た
お
店
だ
。

　
な
か
む
ら
製
菓
は
１
９
６
５
年
頃
の
創

業
で
、
店
主
の
仲
村
亨
さ
ん
は
２
代
目
。

先
代
か
ら
の
銘
菓
「
お
じ
ぃ
自
慢
の
エ
ン

ゼ
ル
ケ
ー
キ
」
を
は
じ
め
、
１
個
１
５
０
円

と
値
段
も
手
ご
ろ
な
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が

地
元
客
に
人
気
と
の
こ
と
。

　
宮
城
菓
子
店
も
先
代
が
半
世
紀
近
く
続

け
た
老
舗
で
、
現
在
の
宮
城
夫
妻
が
後
を

継
い
で
か
ら
17
年
経
つ
と
い
う
。
妻
の
登

喜
子
さ
ん
が
薦
め
て
く
れ
た
の
は
「
マ
キ

ガ
ン
」。
ど
ら
や
き
の
よ
う
な
生
地
に
羊
羹

の
よ
う
な
あ
ん
が
巻
か
れ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
風
の
お
菓
子
だ
が
、
控
え
め
な
甘
さ
は

出
色
の
お
い
し
さ
だ
。

１ .  吹き付ける風も強くなってきた…　２ .  樹高約19メートル、
幹回り約10メートルの「ひんぷんガジュマル」は国指定天然記
念物でもある　３. 名護市営市場に到着～　４. 田場さんが日
頃からよく行くという「なかむら製菓」　５ . 「シークヮーサーゼ
リー」を薦める店主の仲村亨さん。ヨーグルト感覚で作ったとの
こと　６. 行事菓子や法事菓子が豊富な「宮城菓子店」。松風は
結納の定番だ　７. 「マキガンはあんから炊いているので冷蔵
庫に入れてね」と登喜子さん（左）

１. 看板商品「國華」ののれん　２. 昭
和初期建造の醸造所内　３ .  名物杜
氏の秋村英和さん　４. あまはじの下
でにわか雨が止むのを待つ…
５ .  名護出身の実業家、崎山喜昌
（1908‒1995）はオキナワグラフの創
刊者でもある　６ .  「崎山図書館」跡。
現在は名護市教育委員会文化課が市
史編さん室として活用している

７ .  21世紀の森ビーチ沿いに西へ
進む　８ .  「名護は便利な田舎。街
から30分圏内に名護城（ナングス
ク）や嘉津宇岳などの大自然がある
のが魅力」と語る前田裕子理事長
（右）

１

１

４

５
２
３

７

８

２ ３

４

５ ６ ７

　
津
嘉
山
酒
造
所
か
ら
ほ
ど
近
く
に
あ
る

「
崎
山
図
書
館
」
跡
は
、
オ
キ
ナ
ワ
グ
ラ
フ

の
創
刊
者
で
あ
る
崎
山
喜
昌
（
１
９
０
８

̶

95
）
が
名
護
に
寄
贈
し
た
建
物
だ
。
１

世
紀
前
の
人
々
の
息
づ
か
い
が
残
る
名
護

ま
ち
を
抜
け
、
21
世
紀
の
森
ビ
ー
チ
沿
い

に
屋
部
方
面
へ
自
転
車
を
漕
い
で
い
く
。

　
タ
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
名
護
を
通
り
か

か
っ
た
時
、
名
護
さ
く
ら
の
女
王
を
所
轄

す
る
名
護
市
観
光
協
会
の
前
田
裕
子
理
事

長
と
出
会
っ
た
。
田
場
さ
ん
は
「
電
動
ア

シ
ス
ト
の
威
力
が
す
ご
い
ん
で
す
よ
」
と

笑
顔
で
報
告
し
て
い
る
。

東
江
海
岸
、そ
し
て
名
護
市
営
市
場
へ

い
に
し
え
の
蔵
、い
に
し
え
の
人

秋 は ブ ラ ナ ゴ ！

６

名護市営市場
名護市城1-4-11
TEL. 0980-52-0780

津嘉山酒造所
名護市大中1-14-6
TEL.0980-52-2070
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１

２

３４

５

１

１

２

３

４

５６

２３４

　
一
行
は
さ
ら
に
北
西
へ
進
み
、
屋
部
小

学
校
を
右
折
し
て
屋
部
の
集
落
へ
。
う
っ

そ
う
と
し
た
フ
ク
ギ
の
屋
敷
林
が
緑
の
ト

ン
ネ
ル
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　「
こ
の
辺
は
『
屋
部
エ
ー
キ
』
と
呼
ば
れ

る
有
力
者
が
暮
ら
し
て
い
た
地
域
で
す
」

と
渡
具
知
さ
ん
。レ
ン
ガ
の
門
柱
が
目
を

引
く
久
護
家
は
明
治
39
（
１
９
０
６
）
年

に
建
て
ら
れ
た
豪
農
の
家
で
、
県
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
久
護
家
か
ら
フ
ク
ギ
の
ト
ン
ネ
ル
を
さ

ら
に
分
け
入
る
と
、
北
部
の
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
名
高
い
凌
雲
院
（
屋
部
寺
）

に
到
着
し
た
。
凌
雲
和
尚
が
１
６
９
２
年

に
開
い
た
寺
で
、
本
尊
の
薬
師
如
来
像
を

は
じ
め
７
体
の
仏
像
が
納
め
ら
れ
た
小
堂

に
は
拝
み
の
人
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ

て
い
る
。
子
宝
祈
願
や
病
気
回
復
を
願
う

人
た
ち
が
多
い
と
の
こ
と
。

　
境
内
に
は
立
派
な
鐘
楼
が
設
え
ら
れ
て

い
る
。「
私
も
除
夜
の
鐘
の
行
列
に
並
び
ま

す
よ
。
地
元
の
婦
人
会
が
炊
き
出
し
を
し

た
り
し
て
、
か
な
り
賑
や
か
で
す
」
と
田

場
さ
ん
。
ど
う
や
ら
〝
普
段
使
い
〞
の
お

寺
の
よ
う
だ
。
今
年
の
年
末
は
そ
ん
な
光

景
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
か…

。

屋
部
は〝
名
護
の
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
〞

　
ラ
ン
チ
に
立
ち
寄
っ
た「M

akai421

」は
、

御
年
80
歳
の
保
崎
順
子
さ
ん
と
娘
の
山
田

康
子
さ
ん
が
営
む
ヘ
ル
シ
ー
志
向
の
料
理

店
だ
。一
行
は
フ
ォ
ー
や
ベ
ジ
麺
を
思
い

思
い
に
堪
能
し
、
本
日
の
体
を
休
め
る
宿

へ
と
向
か
う
。

　
住
宅
街
に
た
た
ず
む
「
ホ
テ
ル 

ヤ
ン
バ

ル
ニ
ア
」
は
、
１
棟
貸
し
の
室
内
に
ト
イ
レ

も
洗
面
台
も
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
も
２
つ
あ
り
、

今
回
の
よ
う
な
混
成
軍
で
泊
ま
る
に
は
最

適
な
宿
だ
。「
我
那
覇
ミ
ー
ト
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
セ

ッ
ト
も
頼
め
ま
す
よ
」
と
屋
部
さ
ん
。
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
で
気
ま
ま
に
旅
を
し
、

自
由
度
の
高
い
ス
テ
イ
を
愉
し
む
。
ソ
ロ

キ
ャ
ン
プ
が
ブ
レ
イ
ク
す
る
今
、こ
ん
な

自
律
的
な
ス
タ
イ
ル
は
今
後
の
主
流
と
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

屋
部
の
ス
テ
キ
な
食
と
宿

１. フクギの屋敷林　２. 県指定有形文化財「屋
部の久護家」。渡具知さんいわく「申請すれば結
婚式の会場としても使える」そう　３. 凌雲院入
口。寺の開祖や雨乞いの伝承などが刻まれた石
碑が建つ　４. 小堂ではいつも誰かが拝んでい
る　５. 除夜の鐘の常連？の田場さん

１. 「ヤンバルニア」は山と海と町のある屋部
を「カリフォルニアみたい」と感じたオーナー
による命名だ　２ .  白とインディゴブルーと
無垢材をベースカラーにしたベッドルーム　
３. 広々キッチン　４. 広々洗面台（２カ所あ
り）　５ .  広々シャワールーム　６ .  オーナー
の屋部憲史朗さん

１. Makai421。マカイはご飯茶碗… 421は？
「番地です」　２. 豆乳スープの冷やし大麦ベ
ジ麺　３. 「エスニックな感じで麺がムチムチ
♪」との食レポ　４ .  （左から）保崎順子さん
と山田康子さん

秋 は ブ ラ ナ ゴ ！

Makai４２１
名護市屋部421
TEL.0980-54-4032

ホテル ヤンバルニア
名護市屋部538-2
TEL.0980-43-9570
https://yanbarunia.com
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久
志
地
区

❷

１２

３

４

５

６

７

１

２

３

４５

１. 名護さくらの女王・比嘉万実さんは日頃から自転
車を楽しむサイクリストでもある　２. 沖縄県サイク
リング協会の宮里武志さん。自転車ツアーの安全管
理はお任せ　３. 電動アシスト自転車もスタンバイし
さぁ出発。ちなみに比嘉さんの乗るモデルは折り畳ん
で持ち運びが可能だ

１. 目の前にビーチが広がるカヌチャリゾート　２. 薪で炊い
たご飯に味噌汁、焼き魚と板前の技が光る和朝食　３ .  7月
にリニューアルオープンしたカヌチャスイート　４. イルミネ
ーション煌めく名物イベント「スターダストファンタジア」は
11月から開催予定 （写真提供・カヌチャリゾート）

５. バルコニーからの景色は最高　６. 「チェックアウトしたく
なーい」と名残惜しそうな比嘉さん　７. 広々とした洗面台と
バスルーム。アメニティはすべて天然由来のもの

１ .  売店にすべり込む一行　２ .  たまたまお店に来ていた三原区長の伊波
安志さん　３. 比嘉さんも大好きだという「三原なんとう」は黒糖ともち粉で
作った伝統のお菓子だ　４. サーターアンダギーやスクガラスと品揃えはさ
まざま　５. 店番をしていた高里さん。お母さんが店主なのだそう

　
東
海
岸
に
面
し
た
久
志
地
区
は
、
手
つ

か
ず
の
自
然
が
残
る
風
光
明
媚
な
エ
リ
ア

だ
。
山
間
の
道
も
多
く
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

激
し
い
コ
ー
ス
だ
が
、
そ
れ
こ
そ
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
の
得
意
分
野
で
も
あ
る
。

　
名
護
さ
く
ら
の
女
王
・
比
嘉
万
実
さ
ん

は
高
校
時
代
に
普
通
の
自
転
車
で
名
護
市

か
ら
那
覇
空
港
ま
で
走
っ
た
と
い
う
強
者

だ
が
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
は
初
体
験
。

　「
車
で
通
る
時
は
気
付
か
な
い
場
所
を

い
ろ
い
ろ
見
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
期

待
を
膨
ら
ま
せ
る
。

海
と
緑
に
囲
ま
れ
た
久
志
地
区

太
平
洋
に
面
し
た
自
然
豊
か
な
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

　
今
回
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
、
大
浦
湾
を

望
む
丘
の
上
に
あ
る
「
カ
ヌ
チ
ャ
リ
ゾ
ー

ト
」。
久
志
の
緑
に
抱
か
れ
た
敷
地
内
に
は

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も
あ
り
、
自
然
に
囲
ま
れ

た
解
放
感
と
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
快
適
さ

を
兼
ね
備
え
た
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
だ
。
比

嘉
さ
ん
も
前
日
か
ら
１
泊
し
、
バ
ル
コ
ニ

ー
か
ら
朝
日
に
照
ら
さ
れ
る
大
浦
湾
の
眺

望
を
満
喫
し
た
。

　「
普
段
か
ら
見
て
い
る
海
も
、
ホ
テ
ル
か

ら
眺
め
る
と
改
め
て
綺
麗
だ
な
っ
て
感
じ

ま
す
ね
」

　
朝
食
を
と
っ
て
身
支
度
を
整
え
た
比
嘉

さ
ん
は
、
伊
波
さ
ん
と
ガ
イ
ド
の
宮
里
武

カ
ヌ
チ
ャ
リ
ゾ
ー
ト
で
迎
え
る
朝

秋 は ブ ラ ナ ゴ ！

志
さ
ん
と
合
流
し
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
ペ
ダ
ル
を
軽
快
に
踏
ん
で
カ
ヌ
チ
ャ

リ
ゾ
ー
ト
を
出
発
し
た
。

　
遠
出
の
前
に
カ
ヌ
チ
ャ
か
ら
ほ
ど
近
い

三
原
共
同
売
店
に
立
ち
寄
り
、
飲
み
物
な

ど
を
購
入
。
お
弁
当
や
総
菜
、
日
用
雑
貨

な
ど
を
揃
え
た
区
民
ご
用
達
の
お
店
で
、

お
よ
そ
60
年
前
か
ら
あ
る
と
い
う
。
三
原

区
長
の
伊
波
安
志
さ
ん
に
よ
る
と
「
50
〜

60
人
く
ら
い
の
区
民
が
出
資
し
て
立
ち
上

げ
た
ん
だ
よ
」
と
の
こ
と
。
建
物
自
体
は

10
年
ほ
ど
前
に
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、
半

世
紀
以
上
区
民
の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
き

た
お
店
な
の
だ
。

１

２

３

カヌチャリゾート
名護市安部156-2
TEL.0980-55-8880
https://www.kanucha.jp/

三原共同売店
名護市三原250
TEL.0980-55-8066
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１

３

４

５

１

２
３

５ ４

６

７ ８

２

１. 石敢當の近くにある拝殿「御拝小」は1957年に建立された　２. 民家の塀ほどの
高さがある「汀間の石敢當」　３. 付近には汀間区発祥の古典音楽「汀間当」の歌碑
も　４. 大浦湾に面した「瀬嵩の浜」を走り抜ける　５. 地域の人が利用する大浦共
同売店。左側には農業用トラクターが　６. 品ぞろえはさまざま　７. 通りがかった中
学生３人組と談笑。彼らはこれから遊びに行くところだそう　８. 店主の大城さん

１. 橋を渡って二見のトンネルへ。実は上り坂なのだが電動アシスト自転
車なら苦にならない　２ .  1688年に設置された久志観音堂。地元では
「ティラ」と呼ばれている　３. お堂の中に鎮座する観音石像「ティラヌタ
ンメー」。表面の風化が進みつつあるため、造形を３Ｄデータとして保存
しているそうだ　４. 久志区長の棚原憲栄さん　５. 「二見情話の里」の
石碑前にて

　
海
沿
い
を
し
ば
ら
く
走
る
と
、
古
風
な

佇
ま
い
の
民
家
が
数
多
く
残
る
汀
間
区
に

入
っ
た
。
宮
里
さ
ん
の
案
内
で
向
か
っ
た

先
に
あ
っ
た
の
は
、区
の
名
物
で
あ
る
「
汀

間
の
石
敢
當
」。
魔
除
け
で
お
馴
染
み
の
石

敢
當
だ
が
、こ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
め

っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
。

　「
上
に
『
泰
山
』
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、

中
国
由
来
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

久
米
島
に
も
こ
の
タ
イ
プ
の
石
敢
當
が
あ

り
ま
す
」と
宮
里
さ
ん
。
比
嘉
さ
ん
も「
海

沿
い
は
よ
く
バ
イ
ク
で
走
る
ん
で
す
け
ど
、

集
落
の
中
ま
で
入
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な

い
ん
で
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
」
と
驚
き

顔
だ
。

　
汀
間
区
を
抜
け
、一
行
は
大
浦
湾
に
面

し
た
海
岸
線
を
走
っ
て
い
く
。
日
差
し
は

強
い
が
海
風
が
心
地
よ
い
。
こ
れ
ぞ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
醍
醐
味
だ
。

　
し
ば
ら
く
走
る
と
大
浦
共
同
売
店
に
到

着
。
こ
ち
ら
も
三
原
区
と
同
じ
く
代
々
続

い
て
き
た
地
域
の
お
店
だ
。
店
主
は
入
札

で
決
ま
る
そ
う
で
、
現
在
の
店
主
で
あ
る

大
城
光
正
さ
ん
は
11
年
目
に
な
る
。「
大
浦

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
地
域
全
体
の
人
た
ち
が

買
い
物
に
き
ま
す
よ
」
と
の
こ
と
。

集
落
の
中
に
は
新
た
な
驚
き
が

　
二
見
楚
久
ト
ン
ネ
ル
、
二
見
杉
田
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、一
行
は
次
の
目
的
地
、
久

志
観
音
堂
へ
向
か
う
こ
と
に
。
到
着
し
た

久
志
観
音
堂
は
う
っ
そ
う
と
茂
る
木
々
に

囲
ま
れ
、
ま
さ
に
古
色
蒼
然
と
い
っ
た
佇

ま
い
だ
が
、
取
材
時
は
金
属
製
の
パ
イ
プ

が
周
囲
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
案
内
し
て

く
れ
た
久
志
区
長
の
棚
原
憲
栄
さ
ん
に
よ

る
と
、
来
年
度
の
修
繕
工
事
に
備
え
て
寸

法
を
測
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。「
長
い
歴

史
の
あ
る
観
音
堂
で
す
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
形
で
次
の
世
代
へ
継
承
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
か
ら
ね
」
と
展
望
を
語
っ
て
く

れ
た
。

　
久
志
の
旅
も
こ
こ
で
折
り
返
し
と
な
り
、

旧
道
を
通
っ
て
北
上
す
る
。
山
間
の
道
に

入
る
と
急
勾
配
の
上
り
坂
・
下
り
坂
も
増

え
て
く
る
。「
こ
の
あ
た
り
の
道
は
昔
の
生

活
道
路
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
宮
里
さ
ん
。

今
で
は
交
通
量
も
少
な
く
、
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
で
山
の
空
気
を
吸
い
な
が
ら
走

る
に
は
も
っ
て
こ
い
だ
。
そ
の
道
す
が
ら
、

民
謡
の
「
二
見
情
話
」
で
有
名
な
二
見
区

に
立
ち
寄
っ
た
。
こ
こ
ま
で
結
構
な
距
離

を
走
っ
て
き
た
が
、
比
嘉
さ
ん
は
「
ま
だ

ま
だ
体
力
が
あ
る
限
り
加
速
し
て
い
き
た

い
で
す
！
」
と
元
気
満
々
だ
。

歴
史
の
中
に
佇
む
久
志
観
音
堂

秋 は ブ ラ ナ ゴ ！

大浦共同売店
名護市大浦121-6
TEL.0980-55-8107
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１. オープン10年目の「わんさか大浦パーク」。闘牛や
ジュゴンの像が出迎えてくれる　２ .  名物のパインを
品定めする比嘉さん　３. 施設内にある「お食事処南
乃畑」にてお食事。ソーキ、三枚肉、てびちが入った「南
乃畑そば」は食べ応え抜群　４. 山端商工会長とツー
ショット。比嘉さんの手前にあるのが「くくるBOX」

５. カヌチャリゾートへの帰り道はバスで。折り畳み可
能な自転車だからこそなせる技　６. バスの下にある
収納スペースに自転車をしまい、乗り込む比嘉さん。
「お疲れ様でした！」

　
最
後
に
立
ち
寄
っ
た
「
わ
ん
さ
か
大
浦

パ
ー
ク
」
で
、
名
護
市
商
工
会
の
山
端
康

成
会
長
と
ば
っ
た
り
お
会
い
し
た
。「
商
工

会
で
は
『
く
く
る
Ｂ
Ｏ
Ｘ
』
と
い
う
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
特
産
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
山
端
会
長
。
名
護
の
歴
史
や
文
化
、

特
産
を
解
説
す
る
イ
ラ
ス
ト
が
散
り
ば
め

ら
れ
た
箱
は
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

野
菜
や
お
菓
子
、
お
酒
な
ど
特
産
品
を
こ

れ
に
詰
め
て
贈
れ
ば
き
っ
と
喜
ば
れ
る
だ

ろ
う
。

　
か
な
り
の
距
離
を
走
っ
た
久
志
め
ぐ
り

も
こ
れ
に
て
終
了
。
比
嘉
さ
ん
は
景
色
は

も
ち
ろ
ん
史
跡
に
も
感
銘
を
受
け
た
よ
う

で
「
名
護
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
も
、

も
っ
と
名
護
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
今
回
の
旅
を
締
め
く
く
っ
た
。

疲
れ
た
体
に
沖
縄
そ
ば
が
沁
み
る

羽
地・屋
我
地
地
区

４. 古我知焼窯に到着　５. 古我知焼の器を手に取
る土居脇さん　６ .  ヤギの意匠が入った作品は志
野さんが手がけたもの　７ .  志野さんは伝統に学
びつつ独自の作風を確立している　８ .  「田港商
店」でお買い物　９. 大きなチキンを買った土居脇
さん。「おいしい！」とホクホク

１. 名護さくらの女王・土居脇奈緒さん。広島県出身
で、新鮮な目で名護の魅力を開拓中　２. 今回のガ
イドを務める「おきなわさんぽ」代表の吉田岳人さ
ん。名護でのトレッキングやシーカヤックなどのエ
コツアーを運営している　３. 羽地エリアに向けて
「なごアグリパーク」から出発！

１

１ ２

３ ４

５６

４

５ ６

７

３

２

　
県
内
唯
一
の
内
海
で
あ
る
羽
地
内
海
を

越
え
、
屋
我
地
島
ま
で
走
る
の
が
今
回
の

ル
ー
ト
。
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
18
〜
19

世
紀
頃
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
「
古
我
知

焼
」
を
作
っ
て
い
る
古
我
知
焼
窯
だ
。

　「
一
時
期
途
絶
え
て
い
た
の
で
す
が
、
１

９
７
４
年
に
父
が
復
活
さ
せ
、
今
に
至
り

ま
す
」
と
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
娘
の
仲

宗
根
志
野
さ
ん
。
彼
女
も
父
・
隆
明
さ
ん

に
習
い
つ
つ
独
自
の
作
品
を
作
っ
て
い
る
。

伝
統
に
新
し
い
創
意
を
加
え
た
彼
女
の
作

品
は
ま
さ
に
温
故
知
新
だ
。

名
護
の
土
で
作
る
伝
統
の
焼
物

波
の
穏
や
か
な
羽
地
内
海
を
囲
む
穀
倉
地
帯

秋 は ブ ラ ナ ゴ ！

❸

８

９

古我知焼窯
名護市我部祖河916
TEL.0980-52-0727

わんさか大浦パーク
名護市大浦465-7
TEL. 0980-51-9446
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秋 は ブ ラ ナ ゴ ！

　
米
ど
こ
ろ
の
羽
地
に
は
水
田
が
多
い
。

水
を
湛
え
た
田
ん
ぼ
の
脇
を
走
る
の
は
沖

縄
で
は
レ
ア
な
体
験
で
あ
り
、
独
特
の
涼

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　「
羽
地
地
域
は
水
を
蓄
え
る
山
と
平
地

が
あ
り
ま
す
か
ら
、ロ
ー
カ
ル
な
田
園
風

景
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
吉

田
さ
ん
。
も
の
は
つ
い
で
と
近
隣
の
真
喜

屋
ダ
ム
ま
で
足
を
延
ば
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ

で
川
エ
ビ
を
捕
る
親
子
の
姿
が
微
笑
ま
し

い
。
流
れ
落
ち
る
水
音
を
聞
き
な
が
ら
、

涼
風
に
汗
が
心
地
よ
く
引
い
て
い
く
。

　
ほ
ど
よ
く
小
腹
も
空
い
た
と
こ
ろ
で

　
一
行
は
羽
地
内
海
に
面
し
た
海
岸
沿
い

を
通
り
、
仲
尾
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
東

に
向
か
う
。
仲
尾
次
漁
港
が
近
づ
く
と
、

潮
風
に
混
じ
る
魚
の
に
お
い
が
鼻
を
く
す

ぐ
る
。い
く
つ
も
の
鮮
魚
店
が
立
ち
並
ぶ

こ
の
通
り
は「
さ
し
み
や
街
道
」と
呼
ば
れ
、

魚
や
惣
菜
を
買
い
に
遠
く
か
ら
も
人
が
訪

れ
る
エ
リ
ア
だ
。
土
居
脇
さ
ん
も
友
達
と

来
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
「
こ
こ
の
お
店

の
味
噌
和
え
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
」
と

振
り
返
る
。

　
さ
し
み
や
街
道
を
行
っ
た
先
に
現
れ
た

の
は
「
龍
泉
酒
造
」。
老
麹
（
ひ
ね
こ
う
じ
）

に
こ
だ
わ
っ
た
泡
盛
で
知
ら
れ
る
蔵
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
４
月
か
ら
休
業
中…

 

龍
泉
は

次
の
目
的
地
で
買
う
と
し
よ
う
。

　
そ
し
て
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、
沖
縄
県

羽
地
振
興
協
同
組
合
が
運
営
す
る
「
羽
地

の
駅 

や
ん
ば
る
た
ま
ご
」。
野
菜
や
果
物

は
も
ち
ろ
ん
、
当
地
の
特
産
で
あ
る
羽
地

鶏
や
卵
を
販
売
し
て
い
る
。

　「
羽
地
は
養
鶏
が
盛
ん
な
地
域
な
の
で
、

羽
地
鶏
を
使
っ
た
タ
コ
ラ
イ
ス
や
卵
を
使

っ
た
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
も
販
売
し
て

い
ま
す
。
稲
作
も
盛
ん
で
す
の
で
、
羽
地

米
も
人
気
の
商
品
で
す
よ
」
と
屋
比
久
稔

代
表
理
事
が
教
え
て
く
れ
た
。

１. 羽地内海沿いの道には自転車専用道路
が整備されている　２ .  仲尾トンネル北側
入口の碑。大正８（1919）年に開通したこと
が記されている　３ .  トンネル南側入口か
らは羽地内海が見える　４. やってきました
さしみや街道。イユジョーグーは寄り道必至
５ .  刺身が並ぶ与那嶺鮮魚店のショーケー
ス　６. 龍泉酒造の酒造所見学は事前にお
問い合わせを　７. 看板商品の泡盛「龍泉」
と新商品の「シークヮーサー酒」

８. オープン６年目の羽地の駅　９. 屋比久代表
理事（左）と我那覇隆樹副代表理事　10 .  名物
「はねじ鶏の半身焼き」を前にテンションが上が
る土居脇さん　11. 「羽地米」はお盆前にはすべ
て売り切れてしまう人気商品

１ .  水田地帯を走る自転車　２ .  真喜屋ダムにて。
水の流れる音は気持ちをリフレッシュさせてくれる
３ .  雄鶏のマークが目印の「Good morning真喜
屋」　４. 右から時計周りに「真喜屋の親子サンド」
「真喜屋のマンゴーサンド」「本日の気まぐれサン
ド」　５ .  お店を切り盛りする店長の髙倉和恵さん
（右）　６ . 住宅街の中にこんもり盛り上がる「阿波
茶武」の丘　７ .  こんな急坂も電動アシスト自転車
ならばスイスイ　８. 東屋でランチブレイク

１

２

３

４

５

６

７

８

８

１

４ ５ ６ ７

３２

９

10

11

「Good m
orning

真
喜
屋
」に
立
ち
寄
り
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
。「
阿
波

茶
武
（
ア
ハ
チ
ャ
ビ
）」
と
呼
ば
れ
る
小
高

い
丘
ま
で
漕
ぎ
上
が
り
、
東
屋
の
中
で
お

い
し
く
い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
丘
は
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
な
ど
集
落
の

行
事
が
行
わ
れ
る
場
所
だ
そ
う
で
、一
角

に
は
拝
所
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
住
宅
街

の
た
だ
中
に
あ
る
の
に
静
謐
な
空
気
が
漂

っ
て
い
る
の
は
、
長
い
間
住
民
の
手
で
て
い

ね
い
に
維
持
さ
れ
て
き
た
聖
域
だ
か
ら
な

の
だ
ろ
う
。

魚
か
ら
鶏
ま
で
羽
地
名
物
め
ぐ
り

聖
域
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

龍泉酒造
名護市字仲尾次222
TEL.0980-58-2401

羽地の駅
やんばるたまご
名護市真喜屋763
TEL.0980-58-2358

Good morning真喜屋
名護市真喜屋499-1
TEL.080-3983-0355
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　Good m
orning

真
喜
屋
で
腹
ご
し
ら

え
を
終
え
た
一
行
は
屋
我
地
大
橋
を
渡
っ

て
屋
我
地
島
へ
。
目
的
地
は
ド
ー
ナ
ツ
と

雑
貨
の
お
店
「CALiN

（
カ
ラ
ン
）」。
土

居
脇
さ
ん
は
名
桜
大
学
の
お
友
達
と
来
た

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
「
女
子
学
生
に
も
人

気
の
お
店
な
ん
で
す
よ
」
と
話
す
。

　
店
長
の
山
本
真
穂
さ
ん
は
伊
差
川
の
人

気
店「
し
ま
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」の
経
営
者
。「
お

客
様
に
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
て
い
た
だ
け

る
場
所
を
」
と
の
思
い
か
ら
、
カ
フ
ェ
と
雑

貨
の
店
を
屋
我
地
に
開
い
た
。
木
工
や
焼

物
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
雑
貨
は
主

に
県
内
の
作
家
に
よ
る
も
の
。
屋
我
地
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
帰
り
に
休
憩
が
て
ら
立
ち

寄
っ
て
み
る
の
も
お
薦
め
だ
。

　
一
行
は
渡
具
知
武
豊
市
長
と
お
会
い
す

べ
く
、
丘
の
上
に
建
つ
屋
我
地
支
所
に
足

を
延
ば
し
た
。
パ
イ
ン
農
家
の
藤
原
邦
彦

さ
ん
と
連
れ
立
っ
て
現
れ
た
市
長
が
強
く

推
す
の
は
名
護
産
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
。

　「
沖
縄
で
栽
培
さ
れ
る
パ
イ
ン
の
代
表

的
な
品
種
『
Ｎ
67–

10
』
は
、
農
業
試
験
場

名
護
支
場
で
生
ま
れ
た
ん
で
す
。Ｎ
は
名

護
の
頭
文
字
な
ん
で
す
よ
」

　
現
在
は
晩
夏
に
長
く
穫
れ
る
品
種
「
サ

ン
ド
ル
チ
ェ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
入

れ
て
い
る
そ
う
だ
。

屋
我
地
島
で
欲
し
い
も
の
は
？

　
旅
の
締
め
く
く
り
に
訪
れ
た
の
は
、
本

日
の
宿
泊
先
で
あ
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
「
コ

ル
デ
ィ
オ 

プ
ー
ル
＆
ヴ
ィ
ラ
ズ
済
井
出
」。

家
族
な
ど
大
人
数
で
の
宿
泊
を
前
提
に
し

て
お
り
、
部
屋
は
広
々
、
庭
に
は
プ
ー
ル

も
あ
り
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
家
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
分
で
く
つ
ろ
ぎ

つ
つ
、
今
日
の
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
振

り
返
る
。「
今
ま
で
行
っ
た
こ
と
の
な
い
小

道
の
先
に
も
魅
力
的
な
場
所
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
、
名
護
の
新
た
な
一
面
を
発
見
し

た
思
い
で
す
」
と
土
居
脇
さ
ん
。

　
身
近
で
あ
り
つ
つ
広
く
深
い
名
護
の
懐
。

漕
い
で
停
ま
っ
て
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
く
、
ブ
ラ

ナ
ゴ
に
は
自
転
車
が
ぴ
っ
た
り
だ
。

１
日
の
終
わ
り
は
最
高
の
宿
で

１. 立ち並ぶコンドミニアム。すぐ裏手には海
が広がる　２ .  寝室は２部屋用意。ベッドが
大きければ見る夢もきっとゴージャスに？　
３. 和室もあるのでチビッコ連れも安心
４. 裏の海で魚を釣り、キッチンで自炊するの
もいいかも　５. プールにトレーを浮かべて
朝食を提供する「フローティングブレックファ
スト」も受け付けている　６. 心地よい疲れを
リビングで癒やす３人

１ .  屋我地島へ渡る一行。電動アシスト自転
車ならば橋の両側の景色をゆっくり楽しめる
２. 青い海までつながっていそうな一本道を
どこまでも走る。こんなにも風を感じる瞬間
があるだろうか？

土居脇さんの右が渡具知市長。後列
中央はパイン農家の藤原邦彦さん。
「サンドルチェは秋が旬の品種。今
年はまだ数が少ないのですが、来年
以降どんどん生産数を増やしていき
ます」。両脇は屋我地支所職員の比
嘉章祐子さん（左）と上間千也さん

３ .  CAL iNに到着　４ .  人気の蜜蝋
（みつろう）ラップは地元の方が作って
いる　５ .  看板商品の「しまドーナッ
ツ」　６. 旅はまだ終わらない！

１

１

２

３

４

５

２

秋 は ブ ラ ナ ゴ ！

ＣＡＬｉＮ
名護市運天原522
TEL.0980-52-8200

コルディオ プール＆ヴィラズ済井出
名護市済井出218-14
https://yadokari.okinawa
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